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本
誌

は
、

三
九

八
五
年

に
創
刊

さ
れ

て
以
来

、
福
沢
諭
吉
を
中
心
と

す
る
近
代

日
本
研
究

の
発
表

の
場
と
し

て
、
内
外

の
研
究
者

の
研
究
成

果
を
掲
載
し
て
き
た
。
近
年

は
、

こ
の
伝
統
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、

一
定

の
テ
ー

マ
を
定

め
最
前
線

で
活

躍
す

る
研
究
者

の
協

力
を

得

て

「特
集
」
を
組
む
方
針
を
採

っ
て
い
る
が

、
本
巻

で
は
、
「
大
学
史
研
究

と
大
学

ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
」
を
特
集

し
た
。
当

セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
大
学

ア
ー
カ
イ

ブ
ズ

の
あ

る
べ
き
姿

や
そ

の
将
来
を
考
え

る
上

で
、
必
須

の

テ
ー

マ
と
考
え
た

か
ら

で
あ

る
。

 
今

回
の

一
般
投
稿
論
文
は
、
査
読

の
結
果
、

三
編

の
掲
載
が
認
め
ら

れ
た
。
応
募
者
は
七
名

に
の
ぼ

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
厳
し

い
結
果

に

終
わ

っ
た
。
次
回

は
、

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
に
富
む
論
文
が
、
多
数
投
稿

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
ま
た
、
今
回

の
資
料
紹
介
は
、
当

セ
ン

タ
ー
発
信

の
新
資
料
だ
け

で
な
く
、
三
氏

に
よ

る
新
資
料
紹
介
記
事
も

併
せ
て
掲
載
し
た
。
新
発
見

の
資
料
は
学
界
共
有

の
財
産
と
し

て
貴
重

な
の
で
、
今
後
と
も
積
極
的

に
登
載
し

て
い
く
方
針

で
あ
る
。

 
な
お
、
次
巻

(第

二
十
四
巻
)
並
び

に
次

々
巻

(第

三
十
五
巻

)
は
、

「
慶
應

義
塾
創
立

三
五
〇
年

・
慶
應

義
塾

福
沢
研
究

セ
ン
タ
ー
創
設

二

五
年
」
を
大

々
的

に
特
集
す

る
。

で
き
れ
ば
、

一
般
投
稿
論
文
も
、
特

集
テ
ー

マ
に
沿
う
も

の
が
多
く
な

る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。


